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 1．研究方法  

本研究では、鑑賞場面調査とインタビュー調査の 2 種類を採用した。まず鑑賞場面調査

では、パソコン上でマンガを読んでもらい、Web カメラを使いながら画面と合わせてキャ

プチャーを協力者が記録した。マンガ作品は、調査協力者が特に感情を動かされたシーンの

ある巻数を選んでもらい、あらかじめ PDF ファイル化しておいた。記録は、ページの視聴

時間や、表情及び動画内での発話を中心に分析した。 

鑑賞場面調査のあと、インタビューを通してマンガ経験について語ってもらった。今回は

新型コロナウイルス流行下という状況に鑑みて、オンラインインタビューという形式を採

用した。その際、事前に了解を得た上で iPad、iPhone8、ZOOM の録画機能の 3 点を用い

て録音した。これを文字に起こし、トランスクリプトとして作成したものを基本データとし

て使用した。また追加インタビューでは LINE のチャット機能を使用し、補足したいデータ

を収集した。 

 

2．卒業論文要旨  

「マンガを読む」手段が多様化しており、紙媒体に加え電子媒体でのマンガ鑑賞経験の

広がりが見られた。電子媒体は、試し読みや無料連載を鑑賞する際にアプリを用いる場合

が多かった。一方で誰かにオススメしたいマンガに関しては紙媒体で購入する傾向がある

ことが分かった。また家族の影響や、家庭の教育方針によってマンガ鑑賞に違いがあっ

た。特にきょうだい間でマンガを共通の趣味にしている人たちは、幼少期の段階で濃くマ

ンガと関わっていたことが分かった。そして、マンガの鑑賞スタイルも、マンガの世界に

自己投影させる読み方と、俯瞰して見て楽しむ２パターンがあった。自分が悩んでいた事

柄に対してヒントをくれる教科書としている者、表現できなかった感情に言葉を与えたと

いう者、物事の基準をマンガで教わった者など様々な使い方をしていることが分かった。 

以上のことから、マンガ経験が協力者に大きな影響を及ぼしており、ひと一人の一生涯

レベルでの影響力を持っていた。すなわち、進路選択における大きな決断時、人格形成や

価値の形成のことを指す。また、ものの考え方という観点においても、マンガ経験が非常

に有効な手段として用いられていたことも分かった。 



 

3．研究費用途内訳 

 撮影アプリダウンロード及び機材費 

 資料収集費 

 交通費 

 インタビュー調査の御礼（4 人） 

 通信費 
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